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この製品は、関連する全ての欧州指令に適合してい
ます。詳細については、別添えの規格適合証明書
DOCをご覧ください。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用する乗用芝刈り機であり、
一般の家庭での使用を前提として製造されていま
す。この製品は、適切な管理を受けている家庭など
の芝生に対する刈り込み管理を行うことを主たる目
的として製造されております。本機は、雑草地や
農業用地における刈り取りなどを目的とした機械
ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全
に使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を

含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
「重要」は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
乗乗乗用用用ロロローーータタタリリリーーーモモモアアアををを安安安全全全ににに使使使用用用
すすするるるたたためめめににに
本機を実際にご使用になる前に必ずこのマニュアル
をお読みになり内容をよく理解してください

危険警告記号 図 2は人身事故の可能性を表す警告記
号です。けがや死亡事故を防止するために、この記
号のついている注意事項は必ずお守りください。

以下の注意事項は CEN規格 EN 836:1997から抜粋し
たものです。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、すべての注意事項を厳守してください。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• 各注意事項を注意深く読んでください。各部の

操作方法や本機の正しい使用方法に十分慣れ
ておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には芝刈機を操
作させないでください。地域によっては機械の
オペレータに年齢制限を設けていることがあり
ますのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対
に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータ
やユーザーが責任を負うものであることを忘れ
ないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人すべてに適切なトレーニング
を行ってください。特に以下の点についての
十分な指導が必要です

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注意
点と注意の集中

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制御す
ることは非常に難しくなること。斜面で制御
不能となるおもな原因は

◊ タイヤグリップの不足

◊ 速度の出しすぎ

◊ ブレーキの不足

◊ 機種選定の不適当

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握し
ていなかった

◊ ヒッチの取り付けや積荷の重量分配の不
適切。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業には頑丈な靴と長ズボンを着用してくださ

い。また、裸足やサンダルで機械を運転しない
でください。
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• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていな
いか、作業場所をよく確認しましょう。

• 警警警告告告燃料は引火性が極めて高い。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙を厳
守する。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エンジン
の運転中やエンジンが熱い間に燃料タンクの
ふたを開けたり給油したりしない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。機械
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが
十分に拡散するまで引火の原因となるもの
を近づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタはしっ
かり締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、
カッターアセンブリの目視点検を行ってくださ
い。バランスを狂わせないようにするため、ブ
レードを交換するときにはボルトもセットで交
換してください。

• 複数のブレードを持つ機械では、つのブレード
を回転させると他も回転する場合がありますか
ら注意してください。

運運運転転転操操操作作作
• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切っ

た場所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行って
ください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのク
ラッチをすべて外し、ギアシフトをニュート
ラルにしてください。

• 傾斜が°を超える斜面では本機を使用しないで
ください。

– 斜面を横断しながら刈る場合は10度
– 斜面を上り下りしながら刈る場合は15度。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面で
の作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため

– 斜面では急停止・急発進しない。

– クラッチをつなぐときはゆっくりと。ギア
は必ず入れておくこと。特に下りでは必ず
ギアを入れる。

– 斜面の走行や小さな旋回は低速で。

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意す
ること。

– 斜面を横切りながらの作業は、そのような作
業のために設計された芝刈機以外では絶対
行わないこと。

• 荷を引いたり、重機を取り扱う際には安全に十
分注意する。

– 必ず所定の牽引バーやヒッチポイントを使
用する。

– 自分が安全に取り扱える重量の限度内で作業
を行ってください。

– 急な旋回をしないでください。バックする時
には安全に十分注意しましょう。

– ハンドブックに指示がある場合には、カウ
ンタウェイトやホイールウェイトを取り付
ける。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえたりるよう
な場合には運転を中止して安全な場所に避難し
てください。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するとき
は通行に注意しましょう。

• 芝面以外の場所を走行するときはブレードの回
転を止めてください。

• アタッチメントを使用するときは、排出方向に
気を付け、人に向けないようにしてください。ま
た作業中は機械に人を近づけないでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられてい
ない状態のままで運転しないでください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。規
定以上の速度でエンジンを運転すると人身事故
が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下
降させる

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車ブ
レーキを掛ける

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 以下の場合には、アタッチメントの駆動を停止
し、エンジンを止め、点火プラグのコードを抜
き取るかキーを抜き取ってください

– 詰まりを取り除くときや排出シュート内部の
異物を除去するとき

– 芝刈機の点検・清掃・整備作業などを行う
とき

– 異物をはね飛ばしたとき。芝刈械に損傷がな
いか点検し、必要があれば修理を行ってくだ
さい。点検修理が終わるまでは作業を再開
しないでください。

– 機械が異常な振動を始めたとき直ちに点検。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチ
メントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、エ
ンジンを止めてください。

– 燃料を補給するとき

– 集草バスケットを取り外すとき
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– 刈り高を変更するとき。ただし運転位置から
遠隔操作で刈り高を変更できる時にはこの
限りでありません。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げて
おいて下さい。また、燃料バルブの付いてい
る機種では機械の使用後に燃料バルブを閉じ
てください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、
ナット、ねじ類が十分に締まっているかを確
認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分
離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エン
ジンが十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテ
リーの周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホ
コリなどが溜まらないようご注意ください。

• グラスキャッチャーは傷や破損が出やすいの
で、こまめに点検してください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全のた
めに交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は必
ず屋外で作業を行ってください。

• 複数のブレードを持つ機械では、つのブレード
を回転させると他も回転する場合がありますか
ら注意してください。

• 機体から離れる時には必ずカッティングユニット
を降下させておいてくださいただし、カッティ
ングユニットを上昇位置に確実にロックしてお
くことができる場合はこの限りでありません。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいい
たたただだだくくくたたためめめににに TOROかかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はCEN規格には含まれていません
が、Toroの芝刈り機を安全に使用していただくため
に必ずお守りいただきたい事項です。

弊社が認可していないアタッチメントは使用しな
いでください。認可していないアクセサリを御使
用になると製品保証を受けられなくなる場合があ
ります。

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧
レベルが 84 dBAであることが確認されています。
ただしこの数値には不確定値K1 dBAが含まれてい
ます。音圧レベルの確認は、EC規則 836に定める
手順に則って実施されています。

音音音力力力
この機械は、音力レベルが 100 dBAであることが確
認されています ただしこの数値には不確定値K1
dBAが含まれています。音力レベルの確認は、ISO
11094に定める手順に則って実施されています。

振振振動動動

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

• 右手の振動レベルの実測値 = 5.4 m/s2

• 左手の振動レベルの実測値 = 5.4 m/s2

• 不確定値K = 2.7 m/s2

実測は、EC規則 836に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身

• 振動レベルの実測値 = 0.3 m/s2

• 不確定値K = 0.15 m/s2

実測は、EC規則 836に定める手順に則って実施さ
れています。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

G011841

図図図 3
このページをコピーしてお使いください。

1. この芝刈り機で斜面の刈り込みを行う場合に許される斜面の最大傾斜角度は、斜面を横断しながら刈る場合は10度度度、斜面を
上り下りしながら刈る場合は15度度度です。スロープチャートで斜度を確認して作業を行うようにしてください。傾傾傾斜斜斜ががが15度度度以以以上上上ののの斜斜斜
面面面ででで使使使用用用しししななないいいこここととと 推奨されている角度にあわせて折る。

2. この縁を垂線立ち木、建物、フェンスなどに合わせる。

3. 折り線と斜面の比較の仕方。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損
したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであること
を示す。

93-7276

1. 爆発危険保護メガネを着用すること。

2. 劇薬危険皮膚に付いたら真水で洗ってから救急手当て。

3. 火災の危険火気厳禁・禁煙厳守のこと。

4. 毒物危険子供を近づけないこと。

99-5340

1. 「キー選択」 — 後退芝刈りを許可するときに回す。

104-3237

1. 駐車ブレーキ

104-3238

1. 始動方法 6. 駐車ブレーキをロックす
る。

2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

7. エンジンが冷えている場合
はスロットルコントロールを
前チョーク位置まで倒す。
エンジンが暖かい場合は
スロットルコントロールを希
望する速度位置にセットす
る。

3. エンジンオイルの量を点検
する。

8. エンジンを掛ける。

4. 刈り込みデッキを上昇させ
る。

9. 駐車ブレーキを解除し、前
進ペダルまたは後退ペダ
ルを踏み込むと走行を開始
する。

5. トラクタをニュートラルに
セット。

125–2345

1. 通常使用時はレバーを引き
出す。

2. 手押しで移動するにはレ
バーを押し込む。
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106-8552

1. 集草モード 2. リサイクル

111–5941

1. 警告 可動部に手を近づけないこと。

111–5942

1. 刈高設定

111–5953

1. 刈高インジケータ

119-2725

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告 修理を行うときには必ず点火プラグのコードを外し
ておくこと。

3. 転倒の危険傾斜が10度以上の斜面に乗り入れないこと。

4. 周囲の人間に物が当たる危険 周囲の人を十分に遠ざける
こと。

5. 手足や指の切断の危険 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

119-2726

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

2. 手足や指の切断の危険 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。
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製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動させる前に、運転装置図 4の
名称や場所、操作方法に慣れてください。

G020501

1 2

3

4

5

6 7

8

9

図図図 4

1. ブレードコントロールPTOノ
ブ

6. 駐車ブレーキレバー

2. 始動スイッチ 7. 前進速度制御ペダル

3. スロットル兼チョークレバー 8. 後退速度ペダル

4. ブレーキペダル 9. 刈高レバー

5. 「リサイクル・オン・デマン
ド」レバー

仕仕仕様様様
ウウウェェェイイイトトト 長長長さささ 幅幅幅 高高高さささ

246kg 260cm 110cm 115cm

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料

• 機械の性能を最も良く発揮させるために、オク
タン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評
価法は(R+M)/2を採用。

• エエエタタタノノノーーールルル エタノールを添加10%までしたガソ
リン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソ
リン15%までを使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。エタノール
添加ガソリン15%添加=E15は使用できません。
エエエタタタノノノーーールルル含含含有有有率率率ががが 10%ををを超超超えええるるるガガガソソソリリリンンンははは絶絶絶
対対対ににに使使使用用用しししてててはははなななりりりままませせせんんんたとえば E15含有率
15%、E20含有率 20%、E85含有率 85%は使用で
きません。これらの燃料を使用した場合には性
能が十分に発揮されず、エンジンに損傷が発生
する恐れがあり、仮にそのようなトラブルが発
生しても製品保証の対象とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせ
んんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。冬越しさせる場合には必ずス
タビライザ品質安定剤を添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

重重重要要要 始始始動動動不不不良良良ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、シシシーーーズズズンンンををを通通通ししし
てててガガガソソソリリリンンンにににスススタタタビビビララライイイザザザををを添添添加加加しししてててくくくだだださささいいいまままたたた
ガガガソソソリリリンンンははは30日日日程程程度度度ででで使使使いいい切切切っっってててくくくだだださささいいい30日日日間間間以以以
上上上にににわわわたたたっっっててて格格格納納納保保保管管管すすするるる場場場合合合にににははは、、、機機機体体体かかかららら完完完全全全
にににガガガソソソリリリンンンををを抜抜抜いいいてててくくくだだださささいいい。。。

エエエタタタノノノーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイザザザはははごごご
使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。アアアルルルコココーーールルル系系系のののスススタタタ
ビビビララライイイザザザエエエタタタノノノーーールルルまままたたたはははメメメタタタノノノーーールルルををを基基基材材材とととししし
たたたももものののははは使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは引引引火火火性性性ががが高高高くくく、、、爆爆爆発発発すすするるる危危危険険険がががああありりり
ままますすす。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや
火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここしししままますすす。。。

• 静静静電電電気気気ににによよよるるるガガガソソソリリリンンンへへへののの引引引火火火ををを防防防止止止すすするるる
たたためめめににに、、、ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ややや芝芝芝刈刈刈りりり機機機ははは地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいたたた状状状態態態ででで給給給油油油すすするるる車車車両両両ややや台台台ににに載載載せせせ
てててののの給給給油油油ははは行行行わわわななないいい。。。

• ガガガソソソリリリンンンののの補補補給給給ははは屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• 喫喫喫煙煙煙しししななながががららら、、、裸裸裸火火火のののあああるるるとととここころろろ、、、火火火花花花ののの発発発
生生生すすするるる場場場所所所でででははは、、、ガガガソソソリリリンンンををを取取取りりり扱扱扱わわわななないいい。。。

• ガガガソソソリリリンンンははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容
器器器ににに入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ににに保保保管管管
すすするるる。。。

1. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

2. 燃料キャップの周囲をきれいに拭いてキャッ
プ外す。

3. 燃料タンクのキャップを取って、タンクの天
井から約 613mm下給油口の根元まで燃料を入
れる。燃料タンク一杯に入れないこと。燃燃燃料料料
タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。

注注注 これは、温度が上昇して燃料は膨張したと
きにあふれないように空間を確保するためで
ある。

4. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

5. こぼれたガソリンはふき取る。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、必ずエンジンオイルの
量を点検してください。手順は「保守」の章の「エ
ンジンオイルについて」の節の「エンジンオイルを
点検する」に記載されています。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの使使使用用用方方方法法法
停止中や、誰もついていない時は、必ず駐車ブレー
キを掛けてください。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの掛掛掛けけけ方方方

1. ブレーキペダル図 4を踏み込んでそのまま保持
する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 駐車ブレーキレバー図 5をスライドさせてロッ
ク位置にセットし、ブレーキペダルからゆっ
くりと足を離す。

G015675

1

図図図 5

1. 駐車ブレーキレバー

注注注クラッチ/ブレーキ・ペダルは踏み込まれた
状態ロック位置のままとなります。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの外外外ししし方方方

1. ブレーキペダル図 4を踏み込む。

注注注 駐車ブレーキレバーが解除されます。

2. ブレーキペダルからゆっくりと足を離す。

座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる
運転席は前後にスライド調整することができます。
体格に合わせて運転しやすい位置を選んでセットし
てください。

1. 運転席を倒し、調整ノブ図 6をゆるめる。
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図図図 6

1. 調整ノブ

2. 希望する位置に座席をセットして、ノブを締
める。

ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトののの使使使用用用方方方法法法
ヘッドライトは、始動キーと連動します。キーを
右に回すとライトが転倒します。

ブブブレレレーーードドド制制制御御御スススイイイッッッチチチPTOののの使使使
用用用方方方法法法
ブレードPTO制御ノブは、刈り込みブレードの回転
のON/OFFを行うスイッチです。

ブブブレレレーーードドドををを回回回転転転さささせせせるるる

1. ブレーキを踏んで走行を停止する。

2. ブレード制御PTOノブ図 4を引き出す回転位
置。

ブブブレレレーーードドドののの回回回転転転ををを止止止めめめるるる

1. ブレーキを踏んで走行を停止する。

2. ブレード制御PTOノブ図 4を押し込む回転停
止位置。

刈刈刈高高高ののの設設設定定定
刈高設定レバーを使って刈り込みデッキの高さを変
えることによって希望の刈高にセットします。刈高
の設定は全部で7種類30mm80mmあります。

重重重要要要 刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキををを保保保護護護すすするるるたたためめめににに、、、芝芝芝生生生以以以
外外外ののの場場場所所所ををを走走走行行行すすするるる時時時にににははは、、、必必必ずずず刈刈刈高高高ををを一一一番番番高高高いいい
設設設定定定7にににしししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 刈高設定レバー図 7のボタンを押し込んで保持
する。

G017870

1

図図図 7

1. 刈高レバー

2. レバーを希望する刈高に合わせる。

3. ボタンから手を離す。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 燃料タンクとエンジンの間にある燃料バルブ

図 8を開く。

図図図 8

1. 燃料バルブ

注注注 つまみがホースと同じ向きになっていれば
バルブが開いた状態です。

2. 運転席に座る。

3. 駐車ブレーキが掛かっているのを確認する「駐
車ブレーキの掛け方」を参照。

4. 刈り込みブレートPTOを解除する図 4を参照。

注注注ブレードPTOがONの状態ではエンジンを始
動できません。
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5. エンジンが冷えている時には、スロットルコ
ントロールレバーを一番前の位置チョーク位
置にセットする図 9。

G020502

1

図図図 9

1. スロットルコントロールレバー

注注注 エンジンが温かい場合はスロットルコント
ロールをFAST位置にセットする。

6. 始動キーを右に回して START位置にする図 9。

注注注エンジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 15秒秒秒間間間連連連続続続でででクククララランンンキキキンンングググしししてててもももエエエンンンジジジ
ンンンががが始始始動動動しししななないいい場場場合合合にににははは、、、一一一旦旦旦キキキーーーをををOFF位位位
置置置ににに戻戻戻ししし、、、スススタタターーータタタモモモーーータタタががが十十十分分分冷冷冷えええるるるまままででで
約約約2分分分間間間待待待っっってててくくくだだださささいいい「「「故故故障障障探探探究究究」」」ををを参参参照照照。。。

7. エンジンが始動したら、スロットルレバーを
ゆっくりとFAST位置図 9にスライドさせる。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. スロットルレバーを SLOW位置に動かす図 9。

注注注 バックファイアする場合には、スロットル
レバーを一度FAST位置にもどしてください。

2. キーを OFF位置に回す図 9。

注注注 負荷の大きい作業の直後など、エンジンが
高温になっている場合には、1分間程度のアイ
ドリングを行ってから停止してください。こ
れで、アイドリング温度からエンジンを停止
させることができます。緊急停止させる場合
には、このような手順を踏まずに直接スイッ
チを切ってかまいません。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの使使使用用用方方方法法法
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを
取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

• スススイイイッッッチチチははは、、、故故故障障障ののの有有有無無無ににに関関関係係係なななくくく2年年年ごごごととと
にににすすすべべべててて交交交換換換すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

安全のために、以下の条件がそろわないとエンジン
を始動できないようになっています。

• 運転席に着席している。

• ブレードペダルが踏み込まれている。

• ブレード制御PTOノブが回転停止位置にセット
されている。

• 走行ペダルがニュートラル位置にある。

走行ペダルをニュートラルに戻さないで、または駐
車ブレーキを解除しないで、またはブレード制御
PTOのブレーキをONにしたままで運転席から立ち
上がった場合にも、安全インタロックシステムが
働いてエンジンを停止させます。

以下のような場合には、インタロックシステムが
作動して刈り込みを停止させます

• ブレードPTOを回転させたままで後退走行バッ
クにシフトした。

• 集草バッグを外した、またはダンプ動作で刈り
かすを捨てようとした。

後後後退退退しししななながががらららののの作作作業業業Setting the
KeyChoice® スススイイイッッッチチチののの使使使いいい方方方

通常は、インタロックが機能しているので、バック
しながら刈り込みを行うことはできません。ブレー
ドを回転させたままPTOをONにしたままでバック
すると、刈り込み刃の回転が自動的に停止します。
どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外ははは、、、バババッッックククしししななながががらららののの刈刈刈りりり
込込込みみみははは行行行わわわななないいいこここととと。。。

機体をバックさせながらの刈り込みがどうしても必
要な時は、座席ブラケットの近くにある「キーチョ
イス」スイッチ図 10を使ってください。
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G017872

図図図 10

1. 「キーチョイス」スイッチ

危危危険険険
ブブブレレレーーードドドををを回回回転転転さささせせせたたたままままままででで後後後退退退すすするるるととと、、、知知知ららら
ずずずににに子子子供供供ををを巻巻巻ききき込込込むむむ危危危険険険がががあああるるる。。。大大大人人人ででであああっっっててて
ももも、、、ブブブレレレーーードドドににに接接接触触触すすするるるととと、、、人人人身身身事事事故故故ややや死死死亡亡亡
事事事故故故ににになななるるる。。。

• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外ははは、、、バババッッックククしししなななががが
らららののの刈刈刈りりり込込込みみみははは行行行わわわななないいいこここととと。。。

• 「「「キキキーーーチチチョョョイイイススス」」」キキキーーーははは、、、どどどうううしししてててももも必必必要要要
なななとととききき以以以外外外ははは挿挿挿入入入しししななないいい。。。

• バババッッックククすすするるるととときききにににははは、、、足足足元元元ととと後後後方方方ののの安安安全全全ににに
十十十分分分ななな注注注意意意ををを払払払ううう。。。

• 子子子供供供なななどどどををを作作作業業業エエエリリリアアアかかかららら確確確実実実ににに遠遠遠ざざざけけけるるる
ここことととがががででできききななないいいととときききははは、、、「「「キキキーーーチチチョョョイイイススス」」」
スススイイイッッッチチチををを使使使用用用しししななないいい。。。

• イイインンンタタタロロロッッッククク機機機能能能ををを解解解除除除しししたたたあああとととははは安安安全全全ににに
特特特ににに注注注意意意すすするるる トトトラララクククタタタのののエエエンンンジジジンンン音音音のののたたためめめ
ににに、、、子子子供供供なななどどどががが作作作業業業エエエリリリアアアににに入入入っっったたたここことととににに
気気気ががが付付付かかかななないいいここことととがががあああるるる。。。

• 機機機械械械かかかららら離離離れれれるるるととときききははは、、、始始始動動動キキキーーーととと「「「キキキーーー
選選選択択択」」」キキキーーーののの両両両方方方ををを抜抜抜ききき、、、子子子供供供なななどどどののの手手手ののの
届届届かかかななないいい安安安全全全ななな場場場所所所ににに保保保管管管すすするるる。。。

1. ブレードPTOをONにする。

2. 「キーチョイス」キーをスイッチに差し込む
図 10。

3. 「キー選択」キーを回す。

注注注 インタロック機能解除を示す赤いランプ前
コンソール、図 11が点灯する。

1

G017873

図図図 11

1. 後退中作業ランプ

4. シフトを後退にして必要な作業を行う。

5. ブレードコントロールPTOを解除して、イン
タロック機能をONにする。

6. 「キー選択」キーを抜き、子供の手の届かな
い安全な場所に保管する。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを
取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

機械を使用する前には、必ずインタロックシステム
のテストをしてください。インタロックシステム
が正しく動作しない場合には直ちに修理が必要で
す 弊社代理店に連絡してください。着席し、以下の
手順で点検します

1. 駐車ブレーキを掛け、ブレードコントロール
PTOをONにし、始動キーをSTART位置に回
す クランキングしなければ正常。

2. ブレードコントロールPTOをOFFにし、駐車
ブレーキを解除し、始動キーをSTART位置に
回す クランキングしなければ正常。

3. 駐車ブレーキを掛け、ブレードコントロール
PTOをOFFにし、エンジンを掛ける。その状態
で駐車ブレーキを解除し、運転席からゆっく
り立ち上がる エンジンが停止すれば合格。

4. ブレードコントロールPTOをOFFにし、走行
ペダルをニュートラル位置にし、エンジンを
始動する。エンジンが始動したら、ブレード
コントロールPTOをONにし、走行ペダルを後
退に踏み込む エンジンが停止すれば合格。

5. ブレードコントロールPTOをOFFにし、走行
ペダルをニュートラル位置にする。エンジン
を掛け、ブレードコントロールPTOをONに
し、「キーチョイス」キーを回してから手を
離す 後退中作業ランプが点灯すれば合格。

6. ブレードコントロールPTOノブをOFFにする。
後退中作業ランプが消えれば合格。
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マママシシシンンンををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるる
重重重要要要 機機機械械械ををを移移移動動動さささせせせるるるととときききははは必必必ずずず手手手押押押しししででで行行行っっっててて
くくくだだださささいいい。。。自自自動動動車車車なななどどどででで牽牽牽引引引すすするるるとととトトトララランンンスススアアアクククススス
ルルルががが損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるるにににははは

1. 平らな場所に駐車する。

2. ブレードPTOを解除する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

5. 始動キーを抜き取る。

6. 集草装置を外す 「集草装置の取り外し」を
参照。

7. 駆動コントロール機体後部を「押し込む」。

8. 駐車ブレーキを解除する。

注注注これで駆動系が切り離され、ホイールが自由に回
るようになります図 12。

G017874

1

2

図図図 12

1. 手押し位置 2. 通常運転位置

機機機械械械ををを運運運転転転すすするるるにににははは

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. 駆動コントロール図 12を押し込んで「通常運
転位置」にセットする。

注注注 駆動コントロールが通常運転位置になけれ
ば走行できません。

3. 集草装置を取り付ける 「集草装置の取り付
け」を参照。

前前前進進進ととと後後後退退退
エンジンの速度1分間の回転数はスロットルコント
ロールによって制御されています。スロットルコン
トロールを高速位置にするとベストのパフォーマン
スが得られます。

前前前進進進すすするるるにににははは

1. 駐車ブレーキを解除する「駐車ブレーキの外
し方」を参照。

2. 前進走行ペダルに足を乗せ、ペダルをゆっく
り踏み込む図 13。

G017875
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2

図図図 13

1. 走行コントロールペダル 2. 後退速度ペダル

注注注 ペダルを深く踏み込むと走行速度が上が
ります。減速するにはペダルの踏み込みを浅
くします。

後後後退退退すすするるるにににははは

1. 駐車ブレーキを解除する「駐車ブレーキの外
し方」を参照。

2. 後退ペダルに足を乗せ、ペダルをゆっくり踏
み込む図 13。

注注注 ペダルを深く踏み込むと走行速度が上が
ります。減速するにはペダルの踏み込みを浅
くします。

重重重要要要 走走走行行行ペペペダダダルルルををを動動動かかかすすす時時時ははは、、、前前前進進進走走走行行行時時時ももも後後後退退退
走走走行行行時時時ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを解解解除除除しししてててくくくだだださささいいい 忘忘忘
れれれるるるとととトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン損損損傷傷傷ののの原原原因因因ににになななりりりままますすす。。。

重重重要要要 刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキををを保保保護護護すすするるるたたためめめににに、、、芝芝芝生生生かかかららら
出出出るるる際際際にににははは必必必ずずずデデデッッッキキキををを一一一番番番高高高いいい位位位置置置にににセセセッッットトトししし
てててくくくだだださささいいい。。。

停停停止止止手手手順順順
1. 走行ペダル前進または後退から足を離す。

2. ブレードPTOを解除する。

3. キーを OFF位置に回す。

4. トラクタから離れる場合には必ず駐車ブレーキ
を掛ける「駐車ブレーキの使い方」を参照。

注注注 始動キーと「キーチョイス」キーを抜き取って
ください。
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注注注意意意
置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運
転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時ははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間でででももも、、、必必必ずずず
駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、始始始動動動キキキーーーととと「「「キキキーーー選選選択択択」」」
キキキーーーののの両両両方方方ををを抜抜抜くくく習習習慣慣慣をををつつつけけけてててくくくだだださささいいい。。。

リリリサササイイイクククルルル・・・オオオンンンデデデマママンンンドドド機機機能能能ののの
使使使用用用方方方法法法
リサイクル・オンデマンド機能は刈り込み中でも
停止中でも必要に応じてON/OFFすることができま
す。高く伸びた芝生を刈り込んで集草する場合に
は、刈高を高く設定してゆっくりとした速度で刈り
込んでください。

1. リサイクル・オンデマンド・レバー図 4を前に
倒すと集草が始まる。

2. オンデマンド集草レバーを手前に引くと集草が
停止し、リサイクリング刈り込みが始まる。

集集集草草草バババッッッグググにににたたたまままっっったたた刈刈刈かかかすすすををを捨捨捨
てててるるるにににははは
ブザーが鳴ったら、刈かすで集草装置が一杯になっ
ていますから、刈かすを捨てる必要があります。

重重重要要要 刈刈刈かかかすすす排排排出出出トトトンンンネネネルルルががが詰詰詰まままらららななないいいよよようううにににすすするるる
たたためめめににに、、、集集集草草草警警警告告告ブブブザザザーーーががが鳴鳴鳴っっったたたらららブブブレレレーーードドドPTOををを
停停停止止止さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。

1. ロック用ラッチ図 14を解除する。

G017876

1

図図図 14

2. ブレードPTOを解除し、スロットルをslow位
置にする。

3. ダンプレバー図 15を前に倒すと、集草装置
が傾斜します。

G0178771

図図図 15

1. TEXT HERE

4. 集草バッグを空にする。

5. 集草装置を通常の集草位置に戻すときには、
芝刈り機を少し前進させて、集草装置の下の
地面に刈かすがないようにする。

6. ダンプレバーをゆっくり下げると、集草装置
が集草位置に戻る。

刈刈刈りりりかかかすすすををを後後後方方方ににに排排排出出出すすするるるにににははは
たとえば、芝草の丈が高くなりすぎて集草できな
い場合などには、集草せずに刈り込みを行うこと
ができます。

1. ロック用ラッチ図 16を解除する。

G017876

1

図図図 16

1. 施錠用ラッチ

2. ブレードPTOを解除し、スロットルをSLOW
位置にする。
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3. ダンプレバー図 17を前に倒し、集草装置が傾
斜し、「OPEN」位置でロック用ラッチが掛
かるのを待つ図 18。

G0178771

図図図 17

1. 集草装置のダンプレバー

G017883

1

図図図 18

1. 施錠用ラッチ

4. 集草装置をOPENにセットしたままで刈り込
みを行う。

5. 集草装置を通常の集草位置に戻すときには、
芝刈り機を少し前進させて、集草装置の下の
地面に刈かすがないようにする。

6. ダンプレバーをゆっくり下げると、集草装置
が集草位置に戻る。

牽牽牽引引引ヒヒヒッッッチチチオオオプププシシショョョンンンののの使使使いいい方方方
この機械は、最大重量150kgまでのアタッチメント
ただし土壌に食い込む動作をしないものに限るを牽
引することができます。

1. 集草装置を外す 「集草装置の取り外し」を
参照。

2. 機体後部の低い位置にある牽引ヒッチにアタッ
チメントを取りつける図 19。

G017878

1

図図図 19

1. 牽引ヒッチ

ヒヒヒンンントトト
• 最大の性能を発揮させるためには、エンジンの

回転速度を最大にして運転します。刈りかすを
しっかり粉砕するためには、十分な空気が供給さ
れる必要があります ですから、刈高をあまり低
くしたり、デッキの周囲が高い草にすっぽりと
覆われるような刈り方をしないでください。い
つも、デッキの片側に空気を取り込むための空
間を作っておいてやるのが上手な刈り方です。

• 希望する刈高より少し高目の設定で刈って、凹
凸面で芝が削られたりしないことを確認し、その
後にいつもの刈高に戻すようにしましょう。ただ
し、草丈が15cm以上もある時は、上記のような
方法で度刈りする方が刈り上がりがきれいです。

• 草丈の 1/3以上を刈り取らないようにするのが
ベストです。 芝がまばらであるとか、晩秋で
成長が遅い時以外は、草丈の1/3以上は刈り取
らないのが原則です。

• いつも前回と違う方向から刈ってやるようにす
ると、草に寝ぐせがつかず真っ直ぐに成長しま
す。また、刈りカスの飛散方向も変わるので自
然分解が促進され、栄養的にも有利です。

• 草の生長速度は色々な条件によって左右され、
一定ではありません。ですから、草丈をいつも
ほぼ一定に維持するつもりで目安を立てるのが
便利でしょう 春先は成長が早いので少しひんぱ
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んに刈ります。芝生の成長速度が遅くなってき
たら、刈り込み間隔を長くするようにします。

• 芝生が伸びすぎてしまった時や、濡れている芝
を刈る時は、刈高を高めに設定して刈りましょ
う その後に通常の刈高に下げてもう一度刈ると
きれいに仕上がります。

• 前進しながら刈り込みをしていて、そのまま停
止すると、刈りカスのかたまりが芝生の上に
残ってしまいます。これを防ぐには

– ブレードを回転させたまま、すでに刈り込み
の終わっている場所に移動する。

– 刈高を12目盛り上げて刈り込み走行すると中
のカスが均等にちらばって目立たなくなる。

• 芝刈り作業が終わったら洗浄ポートに水道ホー
スをつないで、刈り込みデッキの裏側を洗浄し
てください。 ここに刈りかすやごみが溜まると
切れ味が落ち、仕上がりが悪くなります。

• シーズンを通してブレードの刃先を鋭利に維持
しておきましょう。刃先が鋭利であれば、芝草
をむしるような刈りにならず、切り口がきれい
です。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪く
し、また病気にもかかりやすくなります。ヶ月
に一回、ブレードの刃先を点検し、やすりを
掛けておきましょう。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 5 時間 • エンジンオイルを交換する。

使用するごとまたは毎日

• インタロックシステムを点検する。
• エンジンオイルの量を点検してください。
• バッテリー液の量を点検する。
• ブレーキを点検する。
• ブレードを点検する。
• デッキのハウジングを洗浄する。

25運転時間ごと

• グリスアップと注油。 （ほこりや砂のひどい場所で使用する場合は、より頻繁な潤滑作
業が必要です。）

• エアクリーナのスポンジエレメントの整備を行う。 （ちりやほこりの非常に多い環境で使
用しているときにはより頻繁な整備が必要となります。）

• 点火プラグを点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• エンジンの外側を清掃する。

50運転時間ごと
• エンジンオイルを交換する。 （ちりやほこりの非常に多い環境で使用しているときに
はより頻繁な交換が必要となります。）

100運転時間ごと

• エアクリーナのペーパーエレメントの整備を行う。 （ちりやほこりの非常に多い環境で使
用しているときにはより頻繁な整備が必要となります。）

• エンジンオイルフィルタの交換を行う。 （ちりやほこりの非常に多い環境で使用している
ときにはより頻繁な交換が必要となります。）

• 点火プラグを交換する。
• 燃料フィルタを清掃する。

1年ごとまたは長期保管前

• 上記整備項目を全て行う。
• 燃料タンクの内部清掃を行う。
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。
• バッテリーを充電、ケーブルを外す。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララ
グググににに触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。
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潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププととと注注注油油油
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方—グリスアップと注油。
ほこりや砂のひどい場所で使用す
る場合は、より頻繁な潤滑作業が
必要です。

グググリリリスススアアアッッップププののの方方方法法法

注注注 グリスアップ作業には、汎用グリスを使用して
ください。

1. ブレードPTOを解除する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

4. 始動キーを抜き取る。

5. グリスニップルの周囲をウエスできれいにふ
き取る。ニップルにペンキが付着している場
合には、必ず落としておく。

6. ニップルにグリスガンを接続し、グリスを注
入する。

7. はみ出したグリスはふき取る。

グググリリリスススアアアッッップププ個個個所所所

図図図 20

グググリリリススス注注注入入入箇箇箇所所所

内内内容容容 場場場所所所 注注注入入入量量量ポポポンンン
プププ回回回数数数

注注注入入入間間間隔隔隔運運運転転転時時時
間間間

潤潤潤滑滑滑剤剤剤ののの種種種類類類

1 前輪のグリスフィッティング 2 25 グリス

2 ステアリングのボールジョイント 4 50 Oil

3 ステアリングのセクタギア 1 50 グリス

4 ステアリングのピニオンギア 1 25 グリス

5 ステアリングシャフトのベアリング 1 50 Oil

6 ステアリングシャフトのベアリング 1 50 Oil

7 モーションレバー 1 50 グリス

8 デッキのハウジング昇降用シャフトハブ 1 50 Oil

9 モーションリンクのボールジョイント 4 50 Oil

10 走行アイドラプーリのベルトのグリスフィッティング 1 50 グリス

11 ブレーキペダルのシャフトのピボット部 2 50 Oil

12 駐車ブレーキのリング 1 50 Oil

13 ステアリングのベアリング 1 25 グリス

14 左右のスピンドルのグリスフィッティング 2 25 グリス

15 刈り込みデッキの蝶番のピン 6 外した時 グリス

16 前アクスルのピボットピン 2 外した時 グリス
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—エアクリーナのスポン

ジエレメントの整備を行う。 ちり
やほこりの非常に多い環境で使用
しているときにはより頻繁な整備
が必要となります。

100運転時間ごと—エアクリーナのペーパーエ
レメントの整備を行う。 ちりやほこりの非常
に多い環境で使用しているときにはより頻繁
な整備が必要となります。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ブレードPTOを解除する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

5. 始動キーを抜き取る。

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトののの
取取取りりり外外外ししし

1. エンジン内部に汚れが落ちないように、まず、
エアクリーナ周囲をきれいに清掃する。

2. エアクリーナカバーのハンドルを上に引い
て、エンジン側へ回す図 21。

図図図 21

1. エアクリーナのカバー 2. エアクリーナカバーのハン
ドル

3. エアクリーナのカバーを外す。

4. 傷つけないように注意しながら、ペーパー・エ
レメントとスポンジ・エレメントをブロア・
ハウジングから抜き取る図 22。

図図図 22

1. ペーパーエレメント 4. タブ

2. スポンジ 5. スロット

3. エアクリーナのカバー 6. ブロアハウジング

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトののの
取取取りりり外外外ししし

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトト

1. スポンジを温水と液体洗剤で押し洗いし、こ
れを十分にすすぐ。

2. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさんで
水分を取る。

注注注スポンジはオイルでぬらさないでください。

重重重要要要 スススポポポンンンジジジががが破破破れれれたたたりりり薄薄薄くくくなななっっっててていいいるるる場場場合合合ににに
ははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトト

1. 堅い平らな面の上でペーパーエレメントを軽
く叩いて汚れを落とす。

2. 破れや油汚れ、ゴムシールの傷がないか点検
する。

重重重要要要 ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトははは決決決しししててて圧圧圧縮縮縮空空空気気気ややや溶溶溶剤剤剤
ガガガソソソリリリンンン、、、灯灯灯油油油なななどどどででで洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。破破破れれれたたた
りりり汚汚汚れれれががが十十十分分分ににに落落落ちちちなななくくくなななっっったたたペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトト
ははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

スススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトののの
取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、エエエンンンジジジンンンははは必必必ずずず
ペペペーーーパパパーーーエエエレレレメメメンンントトトとととスススポポポンンンジジジエエエレレレメメメンンントトトののの両両両方方方
ををを取取取りりり付付付けけけててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. スポンジエレメントとペーパーエレメントを
ブロアハウジングの中に入れる。
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注注注 ゴムシールがエアクリーナのベースに対し
て平らになっていることを確認してください。

2. エアクリーナカバーについているタブをブロ
アハウジングのスロットに合わせて取り付け
る図 22。

3. ハンドルをカバーにかけて押し付けるとカ
バーがロックされる。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
オイルの種類 洗浄性オイルAPI規格SF, SG, SH, SJま
たはそれ以上

クランクケース容量 1.4リットルフィルタ共1.3 リッ
トルフィルタなしの場合

オイル粘度 オイル選択表図 23を参照。

図図図 23

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車する。

2. ブレードPTOを解除する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

5. 始動キーを抜き取る。

6. フードを開ける。

7. 給油口からゴミが入ってエンジンを傷つけな
いように、ディップスティック図 24の周囲を
ウェスできれいに拭く。

図図図 24

1. ディップスティック 3. 補給管

2. 先端部 4. ドレンプラグ

8. ディップスティックを抜き、先端の金属部分
図 24をウェスで拭く。

9. ディップスティックを補給管の中に最後まで
ねじ込む図 24。

10. ディップスティックを引き抜いて油量を点検
する。油量が足りなければディップスティッ
クの FULLマークまで補給管からゆっくり補給
する。

重重重要要要 オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジ
ンンンををを傷傷傷めめめままますすす。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 5時間

50運転時間ごと ちりやほこりの非常に多い環
境で使用しているときにはより頻繁な交換
が必要となります。

1. エンジンを5分間運転する。

注注注 オイルを温める。

2. オイルが完全に抜けるように、排出口側がや
や低くなるように駐車する。

3. ブレードPTOを解除する。

4. 駐車ブレーキを掛ける。

5. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

6. 始動キーを抜き取る。

7. フードを開ける。

8. ドレンプラグの下に廃油受けを置く。

9. ドレンプラグを外してオイルを抜き、廃油を
容器で回収する図 24。

10. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを取り
付けてしっかりと締め付ける。

注注注 廃油は適切に処分してください。

11. ディップスティックの周りをきれいに拭き、
キャップを外す図 24。

12. 補給管図 24から、必要量の80%程度をゆっ
くり入れる。
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13. 油量を確認する 「オイル量の点検」の 9と
10を参照。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと ちりやほこりの非常に多
い環境で使用しているときにはよ
り頻繁な交換が必要となります。

1. エンジンからオイルを抜く。「エンジンオイ
ルの交換」を参照。

2. オイルフィルタを外し、フィルタのアダプタ
ガスケットの表面をきれいに拭く図 25。

図図図 25

1. エンジンオイルのフィルタ 3. アダプタ

2. ガスケット

3. 新しいフィルタのガスケットにきれいなオイ
ルを薄く塗る図 25。

4. 新しいフィルタをアダプタに当て、ガスケッ
トがアダプタに当たるまで右に回る。

5. その位置から、さらに1/23/4回転締め付ける
図 25。

6. クランクケースに正しい種類の新しいオイル
を入れる「エンジンオイルの量を点検する」
を参照。

点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—点火プラグを点検する。

100運転時間ごと—点火プラグを交換する。

点点点火火火プププラララグググにににはははチチチャャャンンンピピピオオオンンンChampionRC12YCまままたたた
ははは同同同等等等品品品ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。取り付ける時には電
極間のエア・ギャップを0.76mmに調整しておいてく
ださい。取り付け、取り外しには必ず専用のレンチ
を使い、エア・ギャップの点検調整にはすきまゲー
ジやギャップ調整工具などを使ってください。

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし

1. ブレードPTOを解除する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

4. 始動キーを抜き取る。

5. フードを開ける。

6. 点火コードを取り外す図 26。

図図図 26

1. 点火プラグ 2. 点火コード

7. プラグを取り外した時に燃焼室内に異物が落
ちないように、プラグの周囲をきれいに掃除
する。

8. 点火プラグと金属ワッシャを外す図 26。

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

1. まず、点火プラグ中央部図 27を観察する。絶
縁体部がうす茶色や灰色なら適正、黒い汚れが
ある場合にはエアクリーナの不良を考える。
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図図図 27

1. 中央の絶縁体 3. エアギャップ図は実寸では
ありません

2. 外側の電極

重重重要要要 点点点火火火プププラララグググははは清清清掃掃掃しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。黒黒黒
いいい汚汚汚れれれ、、、電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂なななどどどがががあああれれれ
ばばば新新新しししいいいももものののととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

2. プラグの電極間のエアギャップ図 27を点検
し、適正値から外れていれば外側の電極を曲
げて調整する。

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ

1. 点火プラグと金属ワッシャを取り付ける。取り
付け前にもう一度エアギャップを確認する。

2. プラグを 15ft-lb20.4Nm = 2.2kg.mにトルク締め
する。

3. 点火コードを接続する図 26。

4. フードを閉じる。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
30日以上にわたって機械を使用しない予定の場合に
は、燃料タンクから燃料を抜き取ってください。

危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソ
リリリンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい
場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. オイルが完全に抜けるように、左前方が右側
よりやや低くなるように駐車する。

2. ブレードPTOを解除する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

5. 始動キーを抜き取る。

6. 燃料タンクの前についている燃料バルブを閉
める。

7. 燃料フィルタについているクランプをゆる
め、フィルタからずらす図 28。

図図図 28

1. ホースクランプ 3. 燃料フィルタ

2. 燃料ライン

8. フィルタから燃料ホースを抜き取る図 28。
9. 燃料バルブを開き、落ちてくるガソリンを法

に定められたガソリン容器または廃油受けに
受ける。

注注注 燃料タンクが空になったこの時に燃料フィ
ルタを交換するのがベストです。

10. 燃料フィルタに燃料ラインを接続する。
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11. ホースクランプを燃料フィルタの位置までず
らして燃料ラインに固定する図 28。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

燃料フィルタ図 28は、燃料タンクが空になっている
時に交換するのがベストです。汚れているフィルタ
を再取り付けするのは絶対にやめてください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ブレードPTOを解除する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

5. 始動キーを抜き取る。

6. 燃料バルブを閉める図 29。

図図図 29

1. 燃料バルブ

7. 燃料ホースのクランプをしっかり握り込んで
ゆるめ、燃料フィルタから外す図 29。

8. 燃料ラインから古い燃料フィルタを外す。

9. 新しいフィルタをホースに取り付け、クラン
プで固定する。

10. 燃料バルブを開く。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトののの交交交換換換
1. ブレードPTOを解除する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

4. 始動キーを抜き取る。

5. フードを開ける。

6. 電球ソケットを引き抜く 図 30。

1

2

G017879

図図図 30

1. 電球 2. 電球ソケット

7. 金属製スリーブについているワイヤタブ電球を
固定しているものを外側に曲げる図 31を参照。

2

2

1

G017880

図図図 31

1. 電球 2. ワイヤタブ3個

8. 古い電球を取り外す。

9. 新しい電球を取り付ける。

10. ワイヤタブを元のように曲げて電球を固定す
る。

11. 電球ソケットを取り付ける。
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ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
機械の電気回路を保護するためにヒューズを使用し
ていますが、これらのヒューズはフードの下、燃
料タンクの近くにあります図 32。ヒューズが飛ん
だ場合には、配線がショートしていないか点検し
てください。

G012460

1 2

図図図 32

1. ヒューズ

ヒューズを交換するには、ソケットについている古
いヒューズを抜き取る。新しいヒューズをソケット
に差し込む。

注注注必ず、古いヒューズと同じ規格のヒューズを取り
付けてください。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
バッテリーはいつもきれいに、またフル充電状態に
保持してください。バッテリーやバッテリーボック
スはペーパータオルで清掃します。端子部に腐食
が発生した場合には、重曹水水4重曹1で清掃しま
す。きれいになった端子には、錆びないようにグ
リスを塗っておきます。

バッテリーの電圧と電流 12V、190CCA

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

1. ブレードPTOを解除する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

4. 始動キーを抜き取る。

5. 運転席を倒してバッテリーが見えるようにす
る。

6. マイナスケーブル黒についているゴムカバー
を持ち上げる。

7. バッテリー端子からマイナスケーブル黒を
外す図 33。

g020503

図図図 33

1. ゴム製カバー 3. プラスケーブル赤

2. マイナスケーブル黒ゴムカ
バーは表示されていません

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花
ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発
ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララ
ススス赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかかららら
マママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

8. 赤いケーブルのゴムカバーを外し、

9. バッテリー端子からプラスケーブル赤を外
す図 33。

10. バッテリー固定ロッドを外す。

11. シャーシからバッテリーを取り出す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. バッテリーの端子が機体後部を向くようにし
て、バッテリーをシャーシに置く図 33。

2. バッテリーを固定ロッドでシャーシに固定す
る。
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3. ボルトと蝶ナットでプラス端子に赤ケーブル
を固定する図 33。ゴムカバーをかぶせる。

4. ボルトと蝶ナットでマイナス端子に黒ケーブ
ルを固定する図 33。ゴムカバーをかぶせる。

バババッッッテテテリリリーーー液液液ののの量量量ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 運転席を前に倒してバッテリーが見えるよう
にする。

2. バッテリーを側面から見て液の量を確認する。
上の線まであればよい図 34。

図図図 34

1. 補給口キャップ 3. 下の線

2. 上の線

注注注 バッテリー液の量が下の線より下がらない
ように管理する図 34。

3. 液量が少なければ、蒸留水を補給する「バッ
テリーに蒸留水を補給する」を参照。

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででで
あああるるる硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液
ををを皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分
注注注意意意すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手
袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるる
よよよううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててて
おおおくくくこここととと。。。

バババッッッテテテリリリーーー液液液ののの補補補充充充

バッテリー液の補充は運転前に行うのが最も効果的
です。運転中に水と電解液がよく混合します。

1. バッテリー上面をペーパータオルできれいに
拭く。

2. キャップを取る図 34。
3. 液量がチューブの下に達するまで、各セルに

バッテリー液をゆっくりと補給する図 34。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううにににしししててて
くくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリーーー液液液硫硫硫酸酸酸がががこここぼぼぼれれれるるるととと、、、
シシシャャャーーーシシシををを激激激しししくくく腐腐腐食食食さささせせせままますすす。。。

4. キャップを取り付ける。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。充充充電電電中中中ははは絶絶絶
対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火気気気ををを近近近づづづけけけななな
いいい。。。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーはははいいいつつつもももフフフルルル充充充電電電状状状態態態にににしししててておおおききき
ままましししょょょううう液液液ののの比比比重重重ががが1.260ににになななるるる 特特特ににに気気気温温温ががが氷氷氷点点点
下下下ににになななるるる地地地域域域ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににはははバババッッッテテテリリリーーーををを保保保
護護護すすするるる上上上ででで重重重要要要ででですすす。。。

1. 車体からバッテリーを外す「バッテリーの取
り外し」を参照。

2. 電解液の量を点検する「電解液の量を点検す
る」を参照。

3. バッテリーの各セルからキャップを外し、バッ
テリー端子に2Aの充電器を接続する。

4. 2 Aまたはそれ以下の電流で4時間充電する12
ボルト。バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. バッテリーが完全に充電されたら、各セルに
キャップを取りつける。

6. 車体にバッテリーを取り付ける「バッテリー
の取り付け」を参照。
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

前輪は 1.05kg/cm103kPa = 15psiに調整して運転してく
ださい。 後輪は 0.84kg/cm2 83kPa = 12psiに調整し
てください。 空気圧は空気バルブ図 35で測定して
ください。測定はタイヤが冷えている状態で行う
のがベストです。

図図図 35

1. 空気バルブ

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備
ブレーキは後アクスル車軸の右後輪の内側にあり
ます図 36。

図図図 36

1. ブレーキ調整ナット

注注注 マシンの停止距離が 1m以上最高速ギアで最高速
度からである場合にはブレーキの調整が必要です。

ブブブレレレーーーキキキののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車する。

2. ブレードPTOを解除する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

5. 始動キーを抜き取る。

6. ドライブコントロールを引き出して PUSH手押
し位置にする図 12。

7. 機械を手で押して前進させた時、後輪がロッ
クして滑るようなら調整不要。後輪がロック
せずに回転するようなら調整が必要 「駐車ブ
レーキの調整」を参照。

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整

1. 調整を行う前に、まず点検をする「ブレーキ
の点検」を参照。

2. ドライブコントロール図 12が「通常使用
Operate」位置になっていること、および駐車
ブレーキがONになっていることを確認する。

3. 機体を手で押せなくなるまで、ブレーキ調整
ナットを右に締め込む図 36。

4. 駐車ブレーキを解除し、機体を手押ししたと
きに後輪が自由に回転することを確認する。
車輪が自由回転しない場合は、機体を押して
移動させられるところまでブレーキ調整ナッ
トをゆるめる左回し。

5. ブレーキの動作をもう一度確認する「ブレー
キの点検」を参照。
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集集集草草草バババッッッグググののの手手手入入入れれれ

集集集草草草バババッッッグググののの取取取りりり外外外ししし方方方法法法
1. 集草バッグについているロッキングラッチを

ロックする図 37。

G017881

1

2

図図図 37

2. バッグの上部にあるサポートバーを握って集
草バッグを持ち上げる。

集集集草草草バババッッッグググののの取取取りりり付付付けけけ方方方法法法
1. バッグの上部についているサポートバーを、

機体後部にあるサポートブラケットの2つの
ノッチにはめる図 38。

1

2

G012467

図図図 38

1. 上部サポートバー 2. 集草バッグの支持ブラケッ
トのノッチ

注注注 集草バッグが機体に正しく装着されている
ことを確認してください。集草装置を正しく
取り付けないと、芝刈り機は作動しません。

2. 集草バッグにたまった刈りかすを捨てるため
に、ロッキングピンのロックを解除する。

集集集草草草装装装置置置ととと集集集草草草トトトンンンネネネルルルののの洗洗洗浄浄浄
1. ブレードPTOを解除する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

4. 始動キーを抜き取る。

5. 集草装置を外す 「集草装置の取り外し」を
参照。

6. 圧力洗浄機を使って集草バッグを洗浄する。

7. バッグ満杯センサーの周囲をきれいにふき取
る。

8. トンネルの内部全体を清掃する。

9. 集草装置を取り付ける 「集草装置の取り付
け」を参照。

注注注 バッグは完全に乾かしてから取り付けて
ください。
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刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの保保保守守守

回回回転転転刃刃刃ののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

ブレード刃を鋭利にしておくと、いつも質の良い刈
り上がりとなります。2本のブレードを用意して交
互に使用すると便利です。

危危危険険険
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししててていいいるるるブブブレレレーーードドドははは
交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

1. デッキを機体から外す 「デッキの取り外し」
を参照。

2. 刃先の部分を点検する図 39。刃先が丸くなっ
ていたり、当り傷があれば、ブレードを取り
外して研磨する 「ブレードの研磨」を参照の
こと。

図図図 39

1. ブレードドライバ 5. スペーサ

2. シャーピン2本 6. ワッシャ

3. ブレード 7. ボルト

4. 曲げ部分

3. ブレードを点検、特に曲げ部図 39をていねい
に点検する。この部分にわずかでも磨耗や破
損が見られた場合には、すぐに新しいブレー
ドに交換する。

4. シャーピンが折れている場合には、これをす
ぐに交換する図 39。

重重重要要要 シシシャャャーーーピピピンンンががが折折折れれれててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、刈刈刈りりり込込込
みみみデデデッッッキキキのののベベベルルルトトトががが傷傷傷つつついいいててていいいるるる可可可能能能性性性がががああありりりままま
すすす。。。ベベベルルルトトトををを点点点検検検すすするるる「「「ブブブレレレーーードドド駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの調調調
整整整」」」ををを参参参照照照。。。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし

1. デッキを機体から外す 「デッキの取り外し」
を参照。

2. デッキをゆっくりていねいに裏返す。

3. ボルト、ワッシャ、ブレードを外す図 39。ボ
ルトを取り外す時にはブレードとデッキの間
に木片をかませてブレードが回転しないよう
にしておくとよい。

注注注 右側ブレードは左ねじです。

4. 部品を点検し、破損などがあれば新しいもの
に交換する。

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

1. ブレードは、左右の刃先をやすりで磨く図 40。

注注注 刃先の角度を変えないように注意するこ
と。左右を同じだけ削るようにすればバラン
スが狂わない。

図図図 40

1. この角度を変えないように研磨すること

2. ブレードバランサー図 41を使ってバランス
を調べる。

注注注 ブレードが水平に停止すればバランスが
とれているからそのまま使用してよい。もし
傾くようなら、重い方の裏面を少し削って調
整する。各ブレードのバランスがとれるまで
調整する。

図図図 41

1. ブレード 2. バランサー

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ

1. ブレード、ワッシャ、ボルトを取りつける図
39。
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重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの曲曲曲がががりりり部部部ががが刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの
天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででですすす。。。

2. 各ブレードが互いに90度の角度になるように
取り付ける図 42。

図図図 42

3. ブレードボルト5.1kg.m 50Nm = 37ft-lbにトル
ク締めする。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車する。

2. ブレードPTOを解除する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

5. 始動キーを抜き取る。

6. 点火コードを取り外す。

7. 刈高レバーを一番低い位置にセットする。

8. トンネルを外す。

9. アイドラアーム・アセンブリを内側に移動さ
せてプーリからVベルトを外す図 43。

図図図 43

1. 前アームのリンク 4. アイドラアーム

2. V ベルト 5. 後ピン

3. ピン

10. 後アームと刈り込みデッキとの間にあるピン2
本を両方とも抜き取る。

重重重要要要 リリリリリリーーーフフフスススプププリリリンンングググににに非非非常常常ににに強強強いいい力力力ががが掛掛掛
かかかっっっててていいいままますすす。。。スススプププリリリンンングググががが跳跳跳ねねね上上上がががっっっててて破破破
損損損なななどどどををを起起起こここさささななないいいよよようううににに、、、刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキ
をををしししっっっかかかりりり押押押さささえええててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

11. 前アームのリンクと刈り込みデッキのハウジ
ングとの間にあるピンを外す図 43。

12. エンジンのプーリからVベルトを外す図 43。

13. 機体の下から刈り込みデッキを引き出す。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの取取取りりり付付付けけけ
デッキの取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。
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保保保管管管
1. ブレードPTOを解除する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、各部が停止するのを待つ。

4. 始動キーを抜き取る。

5. 集草装置を外して洗浄する集草装置について
の説明を参照のこと。

6. 機体各部に付着している泥や刈りかすをきれい
に落とす。エンジンのシリンダヘッドの外側、
フィン、ブロアハウジングの汚れを落とす。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし、、、高高高圧圧圧ののの水水水ををを吹吹吹ききき付付付けけけななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統やややグググリリリ
ススス部部部へへへ水水水ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、
コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル、、、ヘヘヘッッッドドドララライイイトトト、、、エエエンンンジジジ
ンンン、、、バババッッッテテテリリリーーーににに大大大量量量ののの水水水ががが掛掛掛かかからららななないいいよよよううう
ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

7. ブレーキを点検する「ブレーキの整備」を参
照。

8. エアクリーナの整備をする 「エアクリーナの
整備」を参照。

9. シャーシのグリスアップを行う 「グリスアッ
プと潤滑」を参照。

10. エンジンオイルとフィルタを交換する 「エン
ジンオイルについて」を参照。

11. タイヤ空気圧を点検する「タイヤ空気圧を点
検する」を参照。

12. 保管期間が 30日を超える場合には、以下の
整備を行う

A. 燃料タンクの燃料に石油系スタビライザー
/コンディショナーを添加する スタビライ
ザーのメーカーの指示に従う。アアアルルルコココーーー
ルルル系系系エエエタタタノノノーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系のののスススタタタ
ビビビララライイイザザザーーーののの使使使用用用ははは避避避けけけるるるこここととと。。。

注注注 スタビライザは、新しい燃料に添加し
て常時使うのが最も効果的です。

B. エンジンを掛け、燃料系統全体に、保護
剤入りの燃料を行き渡らせます5分間。

C. エンジンを停止し、エンジンが冷えるの
を待って、燃料タンクから燃料を抜き取
る「燃料タンクの内部清掃」を参照。

D. エンジンを再度始動するチョークを引い
て始動し自然に停止するまで運転する。

E. 「チョーク」または「プライマ」をON
にする。

F. 始動できなくなるまでエンジンの始動運
転を続ける。

G. 抜いた燃料は地域の法律や規則に従って
処分する。

H. 燃料バルブを閉める。

重重重要要要 コココンンンデデディィィシシショョョナナナ入入入りりりのののガガガソソソリリリンンンでででももも90日日日
間間間以以以上上上ののの保保保存存存はははしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

13. 点火プラグを外して点検する「点火プラグの
整備」を参照。プラグの取り付け穴からエン
ジンオイルをスプーン2杯程度入れ、スター
タモータを使ってクランクを回転させて内部
にオイルを十分に行き渡らせる。点火プラグ
を取り付ける ただし点火プラグのコードは
取り付けない。

14. バッテリーのマイナスケーブルを外す。バッ
テリーとバッテリー端子を洗浄する。バッテ
リー液の量を点検し、完全充電する「バッテ
リーの整備」を参照。保管中はバッテリーの
マイナスケーブルは外しておく。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
バババッッッテテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。完完完
全全全充充充電電電ささされれれたたたバババッッッテテテリリリーーーははは、、、再再再充充充電電電なななしししでででひひひ
ととと冬冬冬もももちちちままますすす。。。

15. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。摩耗した部品や破損し
た部品はすべて修理または交換する。

16. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理
をする ペイントは代理店から入手すること
ができる。

17. 汚れていない乾燥した場所で保管する。始動
キーと「キーチョイス」キーは必ず抜き取って
別途保管する。機体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブレードコントロールPTOが「接続」
になっている。

1. ブレードコントロールPTOをOFFにする

2. 駐車ブレーキが掛かっていない。 2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. バッテリーが上がっている。 3. バッテリーを充電する。

4. 配線のゆるみ、腐食など。 4. 配線を点検修正する。

5. ヒューズが飛んでいる。 5. ヒューズを交換する。

スタータがクランキングしない。

6. リレーまたはスイッチが破損している。 6. 代理店に連絡する。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エンジンオイルの量が不足している。 2. エンジンオイルを補給する。

エンジンがオーバーヒートしている。

3. 冷却フィン付近およびエンジンのブロ
アハウジングの下付近が目詰まりして
いる。

3. 清掃して空気の流れを良くする。

1. ドライブコントロールが手押し位置に
なっている。

1. ドライブコントロールを運転位置にする。

2. 走行ベルトが磨耗、ゆるい、破損。 2. 代理店に連絡する。

走行できない。

3. 走行ベルトがプーリから外れている。 3. 代理店に連絡する。

1. 着席していない。 1. 運転席に座る。

2. ガス欠。 2. ガソリンを補給する。

3. エアクリーナが汚れている。 3. エレメントを清掃または交換する。

4. 点火プラグのコードが外れているか、
ゆるい。

4. コードを正しく取り付ける。

5. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
ど。

5. 点火プラグを正しく調整または交換す
る。

6. チョークが閉じていない。 6. スロットルケーブルを調整する。

7. 燃料フィルタが詰まっている。 7. 燃料フィルタを交換する。

8. アイドル速度が低すぎる、または混合
気が正しくない。

8. 代理店に連絡する。

9. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 9. 代理店に連絡する。

エンジンが始動しない、始動しにくい、す
ぐ止まる.

10.燃料バルブが閉じている。 10.燃料バルブを開く。

1. エンジンの負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エアクリーナが汚れている。 2. エアクリーナエレメントを清掃する。

3. エンジンオイルの量が不足している。 3. エンジンオイルを補給する。

4. 冷却フィン付近およびエンジンのブロ
アハウジングの下付近が目詰まりして
いる。

4. 清掃して空気の流れを良くする。

5. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
ど。

5. 点火プラグを正しく調整または交換す
る。

6. 燃料キャップの通気孔が詰まっている。 6. 燃料キャップを清掃または交換する。

7. 燃料フィルタが詰まっている。 7. 燃料フィルタを交換する。

エンジンのパワーが出ない。

8. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 8. 代理店に連絡する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブレードが曲がっている、バランスが
悪い。

1. ブレードを交換する。

2. ブレードの取り付けねじがゆるい。 2. ブレード取り付けボルトを締め付ける。

3. エンジン固定ボルトがゆるんでいる。 3. エンジン取り付けボルトを締め付ける。

4. エンジンプーリ、アイドラプーリ、ブレー
ドプーリがゆるい。

4. プーリを締め付ける。

5. エンジンプーリの破損。 5. 代理店に連絡する。

異常に振動する。

6. ブレードベルトが破損している。 6. 代理店に連絡する。

1. 集草装置が正しい位置に取り付けられ
ていない。

1. 集草バッグを正しく取り付ける。

2. ブレード駆動ベルトが磨耗、ゆるい、
破損。

2. 代理店に連絡する。

ブレードが回転しない。

3. ブレード駆動ベルトがプーリから外れ
ている。

3. 代理店に連絡する。

1. タイヤ空気圧の調整不良。 1. 空気圧を正しく調整する。

2. 刈り込みデッキの水平調整が悪い。 2. 刈高調整ケーブルロッド・アセンブリを
調整する。

3. デッキの内側が汚れている。 3. デッキ内側の清掃を行う。

4. ブレードの取り付けねじがゆるい。 4. ブレード取り付けボルトを締め付ける。

刈高が不均一になる。

5. ブレードベルトの張りが不適切。 5. 代理店に連絡する。
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米米米国国国外外外のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧表表表

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店 国国国 電電電話話話番番番号号号 デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理
店店店

国国国 電電電話話話番番番号号号

Agrolanc Kft ハンガリー 36 27 539 640 Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079
Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163 Maruyama Mfg. Co. Inc. 日本 81 3 3252 2285
B-Ray Corporation 大韓民国 82 32 551 2076 Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704

220
Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383 Mountfield a.s. スロバキア 420 255 704

220
Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138 Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821

9999
CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100 Norma Garden ロシア 7 495 411 61 20
Cyril Johnston &amp; Co. 北アイルランド 44 2890 813 121 Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970
Cyril Johnston &amp; Co. アイルランド共和国 44 2890 813 121 Oy Hako Ground and Garden

Ab
フィンランド 358 987 00733

Equiver メキシコ 52 55 539 95444 Parkland Products Ltd. ニュージーラン
ド

64 3 34 93760

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277 Perfetto ポーランド 48 61 8 208 416
ForGarder OU エストニア 372 384 6060 Pratoverde SRL. イタリア 39 049 9128

128
ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861 Prochaska &amp; Cie オーストリア 43 1 278 5100
Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054 RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979
Golf international Turizm トルコ 90 216 336 5993 Riversa スペイン 34 9 52 83 7500
Guandong Golden Star 中華人民共和国 86 20 876 51338 Lely Turfcare デンマーク 45 66 109 200
Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000 Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77

00
Hako Ground and Garden ノルウェー 47 22 90 7760 Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131
Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444 Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901
Hydroturf Int. Coドバイ アラブ首長国連合 97 14 347 9479 T-Markt Logistics Ltd. ハンバリー 36 26 525 500
Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308 Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355
Irrimac ポルトガル 351 21 238 8260 トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960
Irrigation Products Int&apos;l Pvt
Ltd.

インド 0091 44 2449
4387

Valtech モロッコ 212 5 3766
3636

Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611 Victus Emak ポーランド 48 61 823 8369

欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報やその訂正のためのアクセス
登録されているご自分の情報をご覧になりたい場合には、以下にご連絡ください legal@toro.com.

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。

374-0269 Rev H

 



トトトロロロののの品品品質質質保保保証証証 一般住宅向け製品

おおおよよよびびび
トトトロロロ GTS エエエンンンジジジンンン始始始動動動保保保証証証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社である Toro ワランティー社は、両社の合意に基づき、当
初にお買い上げのお客様1に対し、以下に挙げる Toro 社製品に材質上または製造上
の欠陥が発見された場合、または、当該製品に使用されているトロGTS始動保証付
きエンジンが回または2回の始動動作で始動できなかった場合には、無償修理を行う
ことをお約束します。ただし、本保証は、当該機械が、オペレーターズマニュアルに
基づいて適切に保守整備されていること条件とします。

お買い上げ日から起算して以下の期間について、保証を行います

製製製品品品 保保保証証証期期期間間間

歩行型動力式芝刈機

•キャストデッキ 5 年間住宅用利用の場合2

90日間業務用の利用の場合

•エンジン 5 年間の GTS 保証
住宅用利用の場合3

•バッテリー 2 年間

• スチールデッキ 2 年間住宅用利用の場合2

30日間業務用の利用の場合

•エンジン 2 年間の GTS 保証
住宅用利用の場合3

タイムマスター芝刈り機 3 年間住宅用利用の場合2

90日間業務用の利用の場合

•エンジン 3 年間の GTS 保証
住宅用利用の場合3

•バッテリー 2 年間

手持ち型電動製品 2 年間住宅用利用の場合2

業務用の利用に対しては保証なし

除雪機

• シングルステージ 2 年間住宅用利用の場合2

45日間業務用の利用の場合

•エンジン 2 年間の GTS 保証
住宅用利用の場合3

• ツーステージ 3 年間住宅用利用の場合2

45日間業務用の利用の場合

•シュート、シュートデフレクタ、および
インペラハウジングのカバー

製品寿命までただし最初のオーナーに対
してのみ5

電動除雪機 2 年間住宅用利用の場合2

業務用の利用に対しては保証なし

以下に挙げる乗用マシン

•エンジン エンジンメーカーの保証4

•バッテリー 2 年間住宅用利用の場合2

•アタッチメント 2 年間住宅用利用の場合2

DHローンガーデントラクタ 2 年間住宅用利用の場合2

30日間業務用の利用の場合

XLSローンガーデントラクタ 3 年間住宅用利用の場合2

30日間業務用の利用の場合

タイムカッター 3 年間住宅用利用の場合2

30日間業務用の利用の場合

タイタン芝刈り機 3 年間または 240 運転時間5

•フレーム 製品寿命までただし最初のオーナーに対
してのみ6

1「当初にお買い上げのお客様」とは当該 Toro 製品を購入された当初のお客様を意味します。

2通常の住宅環境とは、自宅敷地内にて使用することを言います。1箇所より多い現場での使用は業務

用使用となり、業務用製品の保証が適用されます。

3上記製品が業務用に使用されている場合、トロGTS保証は適用されません。

4トロの 製品では、エンジンの保証をエンジンメーカーが行っているものがあります。

5いずれか早く到達した時期まで。

6製品寿命時期までのフレーム保証メインフレーム溶接によって構成した、トラクタのフレーム構成部で

あって、エンジンなどの構成品を搭載するための構造物が、通常の使用中に割れや破損を生じた場

合、部品代や工賃の負担なく、修理または交換を、Toro 社が選択して、行います。不適切な使

用、無理な使用によるフレームの破損や使用間違いまたは錆や腐食の発生によって必要になった修

理には本保証は適用されません。

アワーメータの接続が外されている場合、アワーメータが改造されている場合、アワー
メータに改ざんの形跡が見られる場合は、保証が拒否されることがあります。

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品の持ち主は、その製品のオペレーターズマニュアルに従って製品の整備を行う
責任があります。 これらの保守作業はディーラーまたはお客様が行うことができます
が、費用はお客様のご負担となります。

保保保証証証請請請求求求手手手続続続ききき

お客様が所有する製品に材質上または製造上の欠陥が存在すると思われた場合には、
以下の手続きを行ってください

1. 販売店に対して保証修理を依頼してください。販売店に連絡できない場合には、
弊社正規代理店へご連絡ください。代理店一覧表をご覧ください.

2. 所定の修理工場へ、機械を持ち込んでください。その際、お買い上げの証明とな
るものレシートなどをご提示ください。修理工場の診断や修理作業にご満足できな
い場合には、以下にご連絡ください

Toro Customer Care Department, RLC Division
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196
001–952–948–4707

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

排ガス保証やエンジン保証付きの製品以外は、上記に挙げた保証が製品保証のすべて
となります。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• 通常の保守整備にかかる費用や部品の代金たとえば、フィルタ、燃料、潤滑
剤、オイル交換費用、点火プラグ、エアフィルタ、ブレードの研磨費用や交換
費用、ケーブルやリンクの調整費用、ブレーキやクラッチの調整費用などがこ
れにあたります。

• 通常の使用によって磨耗して寿命がくる部品等

• 改造、誤使用、整備不良、過失などが原因で修理や交換が必要になった製
品や部品

• 製品の引き取りやお届けの費用

• 弊社正規代理店以外の業者による修理や分解操作など

• 弊社が推奨する適正燃料を使用しなかったことが原因で起こった不具合の修理詳
細についてはオペレーターズマニュアルをご参照ください

– 燃料系統が汚染された場合の汚染除去は本保証には含まれません

– 古くなった燃料購入後一ヶ月以上を経過しているものや、エタノールを10%以
上またはMTBEを15%以上含有する燃料の使用

– 不使用期間が一ヶ月を超える場合に燃料タンクから燃料を抜き取らなかっ
たことを原因とする不具合

• 以下のことが原因で発生した始動時トラブルを修正するための調整費用

– 推奨されている整備や燃料についての注意事項を守らなかった

– 刈り込み刃が異物に当たった

• エンジンを始動させるために、通常は2回以上の始動動作が必要とされるような特
殊な使用条件の場合

– 長期間3ヶ月以上、冬期格納などの後で初めてエンジンを始動させる場合

– 早春や晩秋などの早朝で特に気温が低くてエンジンが掛かりにくい場合

– 正しい始動手順を守っていないためのトラブルエンジンが掛かりにくい場合に
は、オペレーターズマニュアルに記載されている説明を確認してください。マ
ニュアルに従って正しく操作していただくことにより、本当のトラブルとそうでな
いものを区別することができ、時間や出張費用の無駄を省くことができます。

そそそののの他他他

ご購入者様は、居住国の法律により保護されています。本保証は、これらの法律によっ
て保護されるご購入者の権利を制限するものではありません。
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